調査の概要（佐渡金銀山間歩分布調査寺社調査報告書） by 新潟県佐渡郡相川町教育委員会
は じ め に  
・鉱山名   
「佐渡鉱山」「佐渡金山」「相川鉱山」「佐州金銀山」「佐渡相川金銀山」等諸々の記録がある。   






山のほかにその先駆をなす金銀山があって西三川の砂金、鶴子の銀山がそれであった。」   
「佐渡鉱山」は明治元年国有財産になった時からの呼称である。鶴子も含まれ、その後三菱合資会  
社に移管となり金泉、高千地区の鉱山、西三川、新穂の鉱山をも管轄下にして経営された。   
「相川鉱山」と呼んでいるのは相川町誌であり、新聞記事等にも使われている。   
「佐州金銀山」は絵図等に用いている。   
ここでは、相川山は「相川金銀山」とし、他地域（相川町内）の鉱山は地域名で呼ぶことにした。  
佐渡鉱山資料にもとづいたものである。  
・間歩名   












・規模   
坑道内に入ることは、保安上から原則として禁じられている、従って立ち入り禁止で封鎖されてい  
る。奥行が不明であるが、開いている坑道は、視距離で表示したものもある。口径の縦、横を計測しcmを  
単位で表示した。形は不規則である、現状を図示した。   
陥没、崩落等によって埋没したものは、斜面が急峻で範囲が明確でなく、計測を省略したことによって  
空欄とした。  
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調 査 の 概 要  














（4）調査を行った坑道採掘跡や露頭採掘跡について、個別に調査票作成を行なった。   
今回の調査は、相川町教育委員会と佐渡金銀山遺跡調査検討準備会とが協力して実施された。現地  
踏査には上林章造（佐渡金銀山遺跡調査検討準備会）斎藤本恭（相川町教育委員会）が担当し、現地  
案内人と調査補助員1名で行なった。   
現地踏査は、落葉が進み山の視界が開ける時期に合わせて、相川地区は平成11年11月8日から一カ  
月間と平成12年3月24日から26日にかけて、ゴールデン佐渡㈱の協力を得て従業員小池勝氏と池田満  





に鎌田直治氏をお願いして地図を頼りに調査を行なった。   
金泉地区は平成13年3月28日から北秋・達者・戸地・小川と調査にはいった、現地案内人に杉山澄  
夫（北狭）・池田満（達者）・山本平一（戸地）の三氏にそれぞれお願いした。   
本調査により、地形図に坑道採掘跡・露頭採掘跡・構造物跡等の位置を記した図面と、間歩調査票  
を作成した。   
2．調査方法   
金銀山遺跡の間歩分布調査は、当該町村別に行なったため、江戸時代の絵図や平成元年まで産金に  
携わっていた職員がいるゴールデン佐渡㈱等の存在が、相川町での調査を容易にし、他町村に先駆け  
間歩調査の報告書刊行に至った。   
調査は、相川町内における採掘跡の分布を確かめることを目的として行なわれた。まず1／5000地  
形図と江戸時代の絵図をもとに現地調査を行い地図上にその位置を記録した。整理番号を小標示板に  
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記入し、採掘跡前に立て現状写真を撮影した。標示板は観光客の目に触れる位置のものは、撮影後撤  
去した。多くは測量業者の日印にそのまま残した。   
調査カードの項目は下記のようにした。  
① 調査記号番号  
② 鉱山名  
③ 所在地  
（動 地図・縮尺  
（9 土地所有者  
⑥ 指定  
⑦ 調査年月日  
（釘 時代  
（釘 構造種別  
⑲ 規模  
⑪ 間歩名  








（縦×横 cm）  
（間歩名の残るもの）  
（測量座標 世界測地系に対応）   
⑬ 現状   
⑭ 立地   
⑮ 参考資料   










標変換をしたもので示す）   
「⑬現状」は坑道の現状を詳細に記録した。「⑭立地」は間歩の近辺の状況を記録することにより、  
その位置を現地で確認するための情報とした。   
3．間歩調査の成果   
平成11年11月8日にはじまった間歩の分布調査では、間歩、露頭採掘跡、施設跡等235ケ所の確認が  
出来た。現地踏査の終了した地区から、業者委託による位置座標を地図に記載した。測量時に新たに  




ないので、坑口からの視界の届く範囲内である。   
地形が急峻な所に坑口が多く、調査は安易でなかった、斜面の滑落等埋没した坑道を確認できなかった  




水貫か、今後坑道内調査にゆだ串て、分布調査を進めた。   
集落から遠隔で、搬出にも容易でなく、産出量が豊富であったと思われる間歩の近くには、建造物  
等の施設跡が確認されることが多く、その規模も相当大掛りであったことが伺えるものも存在した。   
4．まとめ   
今回の調査により、相川町の金銀山で間歩の正確な位置が明らかとなり、現地の採掘状況と古絵  
図・文献資料との比較検討ができる資料が出来た。   
相川地区では道遊の剖戸周辺よりも、左澤と中尾津に挟まれた山稜に、坑道、露頭掘跡が多く確認  
できた。また、水金澤上流の間歩は多くはないが相当稼がれた間歩と構造物跡が確認できた。   
田野浦鉱山については、通称小野見鉱山とも呼ばれているが、地籍は北田野浦であり、鉱山関係書  
類では田野浦鉱山として取り扱われていることがわかった。なお稼働時期も案内者の話から昭和13年  
頃の様子を伺った。   
立島鉱山、人川鉱山は隣接しているので区域がはっきりしない、また案内者の話では、立島本坑と  
入川坑道と繋がっていると語ってくれた。高千鉱山と呼ぶ場合は鹿野浦から小野見迄の地域（ほぼ旧  
高千村）であり昭和18年まで稼働していた。   
小川鉱山は、達者集落に近いので達者鉱山かと思っていたが、地籍から小川であったことを確認で  
きた。達者は小延鉱山であった。   
戸地のウノクソ鉱山は集落から約6km、しかも現在は山道もままならず急峻な沢登りと川渡りであった。  
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調査対象数  
地 区   坑 道   露頭 摺鉢溝   施設跡   計   
相 川   108   44   5   15 7   
金 泉   3 2  3   3 5   
高 千   5 2  11   6 3   
二 見   
計   19 3   44   19   2 5 6   
※ 坑道は試掘・水貫・煙貫等の区別は出来ない。   
施設跡は現存する近代施設は多くある、ここには含まれていない。  
参考資料  
高千地区   
高千鉱山と呼ばれたのは、大正元年三菱合資会社が前年民営の入川鉱山を買収し、立島鉱山ともに  
付けられた名称で、鹿野浦から小野見までの一円を管轄した。   
「佐渡鉱山説明書」中本英彦著（明治36年1月）第壱章総説第壱部地誌 第壱部位置及面積高千地区  
を拾うと  
・田野浦 高千村大字北田ノ浦小字辰目外四字  
ク 大字小野見小字池ノ端中外四字  
・小野見 高千村大字小野見小字道人山外壱字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外七字  
・高 千 高千村大字小野見小字栗ノ木上外人字  
ク 大字北田ノ浦小字鷹巣外三字  
・北立鴨 高千村大字北河内小字楠木外三字  大字入川小字柱平外二字  
ク 大字北立鴫小字大清水外二十一字  
◎北立島鉱山の開発は寛永八年前後「高千村史」、承応三年廃山再開「佐渡年代記」に見える。  
◎小野見川上流に北田ノ浦銀山ありと寛永二十年（「佐渡年代記」見える。）  
◎「金銀山稼方取扱一件」 古間歩大概  
・人川村  古口間歩 赤岩間歩 朝日間歩 松木間歩 濃金間歩 正水間歩  
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◎「佐渡金銀山史話」  
・寛永20年  田野浦鉱山開く  





・達 者 金泉村大字達者  
・小 川 金泉村大字小川  
・北 秋 金泉村大字北狭小字河内外九字  
「金銀山稼方取扱一件」   
在々金銀銅古間歩大概  
・小川相  羽賀山間歩  
・戸中村  赤右衛門間歩 大綱問歩 桜問歩 清蔵間歩  
・北秋村  河内間歩 弥十郎間歩  
・達者村 ．小延間歩  
「金泉郷土史」 （昭和12年発行）  
・小川鉱山   
庄右衛門間歩   
羽賀山間歩  








同 虎右衛門  
山留  滝右衛門  
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事町に於いて精練せし頃採鉱されしものならんと古老は語るも其の開発来歴等は一切不明であ  
る。  
◇ウノクソ鉱山 県道よりおよそ六粁山奥、三菱鉱山会社が始めは三ケ年計画にて昭和八年八月   
より人夫人名を以て採鉱に着手せしめ（冬期間は休み）毎年五月より十一月迄探鉱はしている   
が鉱石は出ないといふ。  
・戸中鉱山  
佐渡鉱山より先に開発されたと伝える。然し其の文献記録等皆無にして知る由ないけれども、   







・寛永20年頃 達者銅山稼行  
・寛永3年  戸地相の川通りに水車を設けてこの年から鉱石の粉成を始める  
翌年鎮目奉行が巡視し不幸に至った  
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